
( 35 )

貴
族
院
の
会
派
「
研
究
会
」
の
初
期
「
会
則
」・「
規
則
」
に
つ
い
て

小
　
　
林
　
　
和
　
　
幸

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
貴
族
院
の
会
派
﹁
研
究
会
﹂
の
創
設
当
初
の
会
則
に
つ
い
て
紹
介
す

る
と
共
に
、
創
設
前
後
の
研
究
会
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
四
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
研
究
会
は
、
以
後
貴
族
院
廃
止
に
至
る
迄
、

院
内
会
派
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
設
立
当
初
の
会
則
に
つ
い
て
は
、
水
野
勝
邦
氏
の
﹃
貴
族
院
の
会
派
研
究
会

史
（
（
（

﹄
以
来
不
明
と
さ
れ
、
管
見
の
と
こ
ろ
現
在
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い

も
の
は
、
大
正
五
年
五
月
に
改
正
さ
れ
た
も
の
に
止
ま
る
。

筆
者
は
、
最
近
、
長
野
県
選
出
の
多
額
納
税
者
議
員
山
田
荘
左
衛
門
の
関
係
文
書

（
長
野
県
中
野
市
立
﹁（
仮
称
（
山
田
家
資
料
館
﹂
所
蔵
﹁
東
江
部
村
山
田
庄
左
衛

門
家
文
書
﹂
以
下
﹁
山
田
家
文
書
﹂
と
略
す
。（
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ

の
際
、
研
究
会
の
初
期
会
則
を
見
出
し
た
。
山
田
荘
左
衛
門
は
、
明
治
二
三
年
多
額

納
税
者
議
員
互
選
で
当
選
し
て
以
来
、
七
年
の
任
期
の
大
半
を
研
究
会
所
属
議
員
と

し
て
活
動
し
た
。﹁
山
田
家
文
書
﹂
中
に
は
研
究
会
か
ら
の
諸
種
の
通
知
類
が
残
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
本
関
係
文
書
を
使
っ
て
、
多
額
納
税
者
議
員
と
初
期
議
会
の

貴
族
院
内
政
治
会
派
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
後
﹁
多
額
納
税
者
仮
議
員

事
務
所
﹂
や
会
派
所
属
の
あ
り
方
に
つ
い
て
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
本
稿
で
は
、
先
ず
、
研
究
会
創
設
当
時
の
会
則
を
中
心
に
検
討
し
、
初
期
の

研
究
会
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

一
、
研
究
会
の
創
設

研
究
会
は
、
第
一
議
会
を
経
て
、
明
治
二
四
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、

貴
族
院
内
に
あ
っ
た
小
会
派
・
小
派
閥
の
糾
合
活
動
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。

水
野
勝
邦
氏
の
研
究
（
（
（

や
鍋
島
直
虎
﹁
研
究
会
小
史
（
（
（

﹂
に
よ
る
と
、
第
一
議
会
か
ら

活
動
し
て
い
た
政
務
研
究
会
（
華
族
会
館
で
木
曜
日
に
集
会
し
た
こ
と
か
ら
﹁
木
曜

会
﹂
の
名
称
で
も
呼
ば
れ
た
と
い
う
（
が
明
治
二
四
年
三
月
﹁
同
志
会
﹂
と
名
称
を

改
め
、
政
治
会
派
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
志
会
は
、
加
納

久
宣
（
子
爵
（
を
中
心
と
す
る
三
〇
名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
規
約
を
有
し
て
い
た
。
そ

の
第
八
条
で
は
﹁
本
会
ノ
決
議
ハ
全
会
員
ニ
於
テ
必
ス
之
ニ
服
従
ス
ル
ノ
義
務
ア
ル

モ
ノ
ト
ス
﹂
と
定
め
て
い
る
。
会
員
へ
の
政
治
的
な
拘
束
力
を
持
つ
﹁
政
治
会
派
﹂
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青
　
山
　
史
　
学

で
あ
り
﹁
研
究
会
﹂
の
源
流
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
一
議
会
終
了
後
、
加
納
は
、

衆
議
院
の
民
党
が
主
張
し
た
政
費
節
減
、
民
力
休
養
に
反
対
し
、
新
規
事
業
を
推
進

す
る
積
極
主
義
の
予
算
運
営
を
主
張
し
て
い
た
（
（
（

。
こ
の
主
張
は
、
政
府
の
要
請
に
合

致
す
る
政
治
志
向
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
同
志
会
に
対
し
、
中
山
孝
麿
（
侯
爵
（、
千
家
尊
福
（
男
爵
（、
広
橋
賢
光
（
伯

爵
（
か
ら
新
し
く
設
立
す
る
﹁
研
究
会
﹂
に
同
志
会
全
員
が
入
会
す
る
よ
う
働
き
か

け
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
応
え
て
、
同
志
会
で
は
、
同
会
会
員
大
原
重
朝
（
伯

爵
（、
山
内
豊
誠
（
子
爵
（
ら
が
発
議
者
と
な
っ
て
、
合
併
へ
の
協
議
が
は
じ
ま
っ
た
。

同
年
一
〇
月
二
〇
日
築
地
精
養
軒
で
の
会
合
で
研
究
会
設
立
が
決
ま
っ
た
が
、
同

月
三
〇
日
、
同
志
会
は
全
員
が
入
会
す
る
事
を
議
決
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
一
月
四

日
に
研
究
会
が
発
足
し
、
つ
い
で
一
一
月
三
〇
日
に
は
、
発
会
式
を
行
っ
た
。

こ
の
研
究
会
創
設
の
背
景
に
は
、
当
時
の
貴
族
院
の
状
況
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
第
一
議
会
、
衆
議
院
で
の
予
算
審
議
で
、
政
府
と
民
党
と
の
攻
防
か
ら
、
妥
協

成
立
に
時
間
が
か
か
っ
た
結
果
、
貴
族
院
へ
の
予
算
案
の
送
付
が
遅
れ
、
審
議
時
間

は
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
貴
族
院
に
予
算
の
成
立
の
た
め
、

衆
議
院
と
の
妥
協
通
り
で
の
可
決
を
望
ん
だ
。
し
か
し
、
谷
干
城
（
予
算
委
員
長
、

子
爵
（
を
は
じ
め
と
す
る
議
員
は
、
貴
族
院
の
予
算
審
議
権
を
確
保
す
る
た
め
、
そ

う
し
た
﹁
め
く
ら
判
﹂
的
な
審
議
を
拒
否
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
（
（
（

。
貴
族
院
内

に
政
府
か
ら
の
独
立
を
志
向
す
る
勢
力
の
存
在
が
明
白
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
勢
力
は
、
明
治
二
四
年
一
一
月
二
一
日
召
集
の
第
二
議
会
に
向
け
、
結
束
を
強

め
よ
う
と
し
て
い
た
。

実
際
に
第
二
議
会
で
は
、
谷
干
城
が
提
出
し
た
﹁
施
政
ノ
方
針
ニ
関
ス
ル
建
議
案
﹂

を
巡
っ
て
貴
族
院
内
に
攻
防
が
生
じ
た
。
建
議
案
の
内
容
は
、
行
政
整
理
を
行
っ
て

予
算
を
節
減
し
、
民
力
の
養
成
と
国
防
の
完
備
に
充
て
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
松
方
正
義
内
閣
は
、
民
党
の
予
算
削
減
の
主
張
と
同
様
に
、
政
府
が
進
め
る
財

政
運
営
の
積
極
主
義
に
反
対
す
る
も
の
と
認
識
し
て
、
そ
の
可
決
阻
止
に
動
い
た
。

貴
族
院
で
は
、
建
議
案
に
賛
成
す
る
勢
力
が
政
治
会
派
を
結
成
し
、
一
方
、
政
府
側

は
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
会
派
﹁
研
究
会
﹂
を
政
府
支
持
に
ま
と
め
て
、
こ
の
建
議
案

を
七
八
対
九
七
の
僅
差
で
否
決
せ
し
め
た
。

そ
の
攻
防
の
結
果
は
、﹁
貴
族
院
中
ニ
モ
追
テ
ハ
民
党
ト
吏
党
ト
ノ
名
称
並
ニ
事

実
発
生
シ
、
随
分
困
難
ナ
ル
事
ニ
可
相
成
候
。
其
民
党
ハ
三
曜
会
（
近
衛
公
一
味
（

及
勤
倹
尚
武
連
（
谷
三
浦
一
味
（
ヨ
リ
成
立
シ
、
吏
党
ハ
研
究
会
（
千
家
中
山
侯
（

之
連
中
ニ
御
座
候
。
其
総
員
ハ
互
ニ
伯
仲
ス
ル
モ
、
民
党
ハ
今
回
之
敗
北
ニ
テ
堅
固

ナ
ル
団
体
ト
ナ
ル
モ
、
研
究
会
ハ
其
内
実
未
ダ
堅
固
ナ
ラ
ザ
ル
事
実
有
之
候
（
（
（

﹂
と
、

金
子
堅
太
郎
が
伊
藤
博
文
に
報
ず
る
よ
う
に
、
貴
族
院
内
に
は
民
党
（
三
曜
会
・
懇

話
会
＝
反
政
府
派
（
と
吏
党
（
研
究
会
＝
政
府
支
持
派
（
の
対
立
が
明
白
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

谷
ら
は
、
明
治
二
四
年
末
、
政
治
会
派
﹁
懇
話
会
﹂
を
設
立
し
た
。﹃
東
京
朝
日

新
聞
﹄
明
治
二
四
年
一
二
月
二
三
日
号
で
は
、﹁
島
津
忠
済
、
谷
干
城
、
三
浦
安
、

曾
我
祐
準
、
小
沢
武
雄
、
山
川
浩
の
諸
氏
四
十
余
名
は
今
回
懇
話
会
と
称
す
る
一
団

体
を
組
織
し
島
津
公
爵
を
推
し
て
仮
り
に
会
長
と
な
し
た
り
﹂
と
の
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。
こ
れ
に
、
近
衛
篤
麿
・
二
条
基
弘
が
設
立
し
た
三
曜
会
（
近
衛
は
第
一
議

会
か
ら
﹁
月
曜
会
﹂
と
い
う
政
務
調
査
の
会
を
設
け
て
い
た
が
、
そ
の
月
曜
会
を
発

展
さ
せ
た
も
の
（
が
連
合
し
て
政
府
の
予
算
案
や
政
治
運
営
を
厳
し
く
監
督
し
よ
う
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貴
族
院
の
会
派
「
研
究
会
」
の
初
期
「
会
則
」・「
規
則
」
に
つ
い
て

と
す
る
（
（
（

。
こ
う
し
た
動
き
に
対
抗
し
、
貴
族
院
内
に
勢
力
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
政

府
の
働
き
か
け
が
、
研
究
会
創
設
の
背
景
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
谷
干
城
の
﹁
施
政
ノ
方
針
ニ
関
ス
ル
建
議
案
﹂
に
は
、
後
に
研
究
会
に
所

属
す
る
多
額
納
税
者
議
員
が
賛
成
の
署
名
を
し
て
い
た
。
こ
の
建
議
案
の
賛
成
者
に

つ
き
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
﹁
公
文
雑
纂
﹂
中
の
史
料
か
ら
そ
の
人
名
を
以
下
に
示

し
て
お
く
（
（
（

。

谷
干
城
（
懇
（、
二
条
基
弘
（
三
（、
近
衛
篤
麿
（
三
（、
島
津
忠
済
（
懇
（、
久

我
通
久
（
大
（、
松
浦
詮
（
無
（、
上
杉
茂
憲
（
懇
（、
小
笠
原
忠
忱
（
懇
（、
中

川
久
成
（
懇
（、
鳥
尾
小
弥
太
（
大
（、
黒
田
清
綱
（
懇
（、
河
田
景
與
（
第
四

議
会
ま
で
に
辞
職
（、
伊
集
院
兼
寛
（
懇
（、
五
条
為
栄
（
三
（、
鍋
島
直
彬
（
懇
（、

竹
内
惟
忠
（
三
（、
一
柳
末
徳
（
三
（、
松
平
乗
承
（
三
（、
松
平
信
正
（
懇
（、

佐
竹
義
理
（
三
（、
板
倉
勝
達
（
三
（、
新
荘
直
陳
（
三
（、
山
口
尚
芳
（
懇
（、

神
山
郡
廉
（
懇
（、
三
浦
安
（
懇
（、
宮
本
小
一
（
懇
（、
楫
取
素
彦
（
大
（、
永

山
盛
輝
（
研
、
提
出
時
に
署
名
取
消
し
（、
小
澤
武
雄
（
懇
（、
渡
邊
驥
（
無
（、

原
田
一
道
（
大
（、
山
川
浩
（
懇
（、
本
多
副
元
（
三
（、
杉
渓
言
長
（
三
（、
島

津
珍
彦
（
懇
（、
鶴
殿
忠
善
（
三
（、
橋
口
兼
三
（
研
、
提
出
時
に
署
名
取
消
し
（、

安
藤
則
命
（
懇
（、
藤
村
紫
朗
（
懇
（、
渡
正
元
（
懇
（、
村
田
保
（
懇
（、
金
井

之
恭
（
無
（、
長
谷
川
貞
雄
（
大
（、
前
田
正
名
（
無
（、
丸
山
作
楽
（
懇
（、
寺

島
秋
介
（
大
（、
原　

忠
順
（
懇
（、
諫
早
一
学
（
第
四
議
会
ま
で
に
辞
職
（、

野
崎
武
吉
郎
（
無
（、
下
郷
伝
平
（
研
（、
若
尾
逸
平
（
研
（、
蟹
江
史
郎
（
三
（、

宮
崎
總
五
（
研
（、
長
谷
川
直
則
（
研
（、
梅
原
修
平
（
懇
（、
澤
原
為
綱
（
懇
（、

久
保
田
真
吾
（
三
（、　

山
田
穣
（
第
四
議
会
ま
で
に
死
去
（、
林
宗
右
衛
門

（
懇
（、
水
之
江
浩
（
研
（、
吉
田
三
右
衛
門
（
研
（、
関
口
弥
五
（
懇
（、
鹿
毛

信
盛
（
研
（、
田
部
長
右
衛
門
（
無
（、
村
上
桂
策
（
懇
（、
山
田
荘
左
衛
門
（
研
（、

桑
田
藤
十
郎
（
懇
（、
中
村
雅
真
（
懇
（、
山
崎
慎
三
（
懇
（、
岡
野
是
保
（
懇
（、

桜
井
伊
兵
衛
（
懇
（、
角
田
林
兵
衛
（
懇
（、
渡
邊
甚
吉
（
研
（、
島
内
武
重
（
研
（、

鈴
木
伝
五
郎
（
茶
（、
菊
池
三
郎
（
三
（、
瀧
口
吉
良
（
研
（、
五
十
嵐
敬
止
（
三
（

注
： 

人
名
の
後
の
（　

（
内
は
、
会
派
所
属
人
名
が
明
ら
か
に
な
る
第
四
議
会
で
の
会

派
所
属
を
表
す
。（
懇
（
＝
懇
話
会
、（
三
（
＝
三
曜
会
、（
大
（
＝
大
和
倶
楽
部
、（
研
（

＝
研
究
会
、（
茶
（
＝
茶
話
会
、（
無
（
＝
無
所
属

こ
の
よ
う
に
、
懇
話
会
、
三
曜
会
所
属
の
議
員
と
鳥
尾
小
弥
太
率
い
る
大
和
倶
楽

部
の
所
属
議
員
が
多
い
が
、
第
四
議
会
ま
で
に
研
究
会
所
属
と
な
る
多
額
納
税
者
議

員
が
谷
の
建
議
案
に
賛
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
議
会
は
明
治
二
四
年
一
二
月
二
五
日
、
民
党
の
予
算
案
に
対
す
る
反
対
姿
勢

を
背
景
に
解
散
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
研
究
会
創
設
に
深
く
関
わ
っ
た
千
家
尊
福
は
、

松
方
首
相
に
対
し
て
以
下
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

研
究
会
ハ
本
日
集
会
ヲ
催
シ
向
来
之
事
、
篤
と
申
合
セ
、
一
層
国
家
之
為
ニ
尽

力
致
候
事
ニ
致
シ
加
フ
ル
ニ
内
々
納
税
議
員
重
立
チ
候
モ
ノ
即
渡
辺
甚
吉
、
山

田
穣
、
瀧
口
吉
郎
、
若
尾
逸
平
等
ト
申
合
セ
連
絡
ヲ
通
シ
政
府
ノ
新
事
業
即
鉄

道
策
始
賛
助
ス
ル
積
ニ
内
約
致
置
候
。
双
方
之
人
員
ヲ
合
ス
レ
ハ
、
九
十
余
名

ニ
モ
相
成
其
上
新
任
議
員
拾
八
人
モ
近
々
誘
説
候
積
ニ
候
ヘ
ハ
、
上
院
ハ
御
心

配
無
之
而
宜
布
様
ニ
可
相
成
ト
奉
存
候
（
（
（

。

こ
の
書
翰
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
第
二
議
会
で
の
攻
防
を
踏
ま
え
、
研
究
会

の
結
束
を
強
化
す
る
試
み
が
行
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
多
額
納
税
者
議
員
の
取
り
込
み
が
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図
ら
れ
た
。
多
数
派
と
な
る
た
め
に
多
額
納
税
者
議
員
の
吸
収
は
重
要
で
あ
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
働
き
か
け
に
よ
り
谷
の
建
議
案
に
賛
成
し
懇
話
会
や
三

曜
会
と
一
度
は
同
調
し
た
多
額
納
税
者
議
員
が
研
究
会
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
書
翰
中
に
は
名
は
現
れ
な
い
が
、
こ
の
動
き
に
山
田
荘
左
衛
門
も
呼
応
し

て
研
究
会
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
会
へ
の
多
額
納
税
者
議
員
の
会

派
所
属
変
更
は
、
多
額
納
税
者
議
員
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
も
含
め
、
前
述
の
通
り
﹁
山
田
家
文
書
﹂
を
利
用
し
て
、

別
稿
で
論
ず
る
こ
と
と
す
る
（
（1
（

。

ま
た
、
こ
の
書
翰
中
の
﹁
新
任
議
員
拾
八
人
﹂
と
は
、
松
方
内
閣
に
よ
っ
て
新
た

に
任
命
さ
れ
た
勅
選
議
員
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
多
く
は
官
僚
系
の
会
派
﹁
茶

話
会
﹂
を
結
成
し
研
究
会
と
提
携
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
、
研
究
会
の
初
期
「
会
則
」
と
そ
の
改
正　

こ
の
よ
う
に
し
て
研
究
会
は
急
速
に
整
備
さ
れ
、
明
治
二
五
年
に
入
る
と
主
趣
書

な
ら
び
に
会
則
を
定
め
た
。
こ
の
内
、
主
趣
書
は
、
伊
藤
博
文
の
指
示
に
よ
り
伊
東

巳
代
治
が
起
草
し
た
と
言
わ
れ
、
前
掲
の
鍋
島
﹁
研
究
会
小
史
﹂
や
水
野
前
掲
書
に

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

一
方
、
従
来
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
研
究
会
設
立
期
の
会
則
は
、﹁
山
田

家
文
書
﹂
所
収
の
以
下
の
史
料
と
思
わ
れ
る
。

研
究
会
々
則

第 

一
条　

本
会
ハ
貴
族
院
議
員
中
同
志
者
相
謀
リ
必
要
ナ
ル
事
件
ア
ル
ト
キ
ハ

会
同
シ
テ
之
ヲ
研
究
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条　

本
会
ノ
意
見
ハ
出
席
員
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
ス

第 

三
条　

本
会
ノ
決
議
ヲ
実
行
ス
ル
ト
キ
ハ
会
員
ハ
総
テ
之
ニ
従
フ
可
キ
モ
ノ

ト
ス

　

 

但
万
止
ム
ヲ
得
サ
ル
理
由
ア
リ
テ
其
決
議
ニ
従
フ
能
ハ
サ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ

予
シ
メ
其
旨
ヲ
本
会
ニ
詳
述
シ
タ
ル
後
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
自
己
ノ
意
見
実
行
ス

ル
ヲ
得
ス

第 

四
条　

本
会
ノ
意
見
ヲ
他
ニ
発
表
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
予
シ
メ
本
会
ノ
承
諾

ヲ
受
ク
ヘ
シ

第 

五
条　

本
会
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
本
会
ニ
於
テ
無
名
投
票
ヲ

以
テ
其
可
否
ヲ
決
ス
ヘ
シ

第 

六
条　

本
会
員
中
ヨ
リ
期
限
ヲ
定
メ
幹
事
三
名
ヲ
互
撰
シ
本
会
ニ
関
ス
ル
事

務
ヲ
担
当
セ
シ
ム
ヘ
シ

　

但
幹
事
ノ
任
期
ハ
三
个
月
ト
ス
会
費
ハ
一
个
月
金
五
拾
銭
ト
定
ム
ヘ
シ

第 

七
条　

此
会
則
ハ
会
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
同
意
ヲ
経
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ

改
正
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

全
七
条
の
比
較
的
短
い
会
則
な
が
ら
、
研
究
会
が
他
の
貴
族
院
会
派
に
比
べ
そ
の

力
を
発
揮
し
た
決
議
拘
束
の
規
定
が
、﹁
第
三
条　

本
会
ノ
決
議
ヲ
実
行
ス
ル
ト
キ

ハ
会
員
ハ
総
テ
之
ニ
従
フ
可
キ
モ
ノ
ト
ス
。
但
万
止
ム
ヲ
得
サ
ル
理
由
ア
リ
テ
其
決

議
ニ
従
フ
能
ハ
サ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
予
シ
メ
其
旨
ヲ
本
会
ニ
詳
述
シ
タ
ル
後
ニ
ア
ラ

サ
レ
ハ
自
己
ノ
意
見
実
行
ス
ル
ヲ
得
ス
﹂
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で



( 39 )

貴
族
院
の
会
派
「
研
究
会
」
の
初
期
「
会
則
」・「
規
則
」
に
つ
い
て

き
る
。
ま
た
、
第
六
条
に
あ
る
よ
う
に
当
初
に
あ
っ
て
は
、
幹
部
と
し
て
は
﹁
幹
事

三
名
﹂
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
水
野
前
掲
書
（
（1
（

で
は
、
研
究
会
の
当
初

の
幹
事
と
し
て
、
大
原
重
朝
（
伯
爵
（、
万
里
小
路
通
房
（
伯
爵
（、
岡
部
長
職
（
子

爵
（、
堀
田
正
養
（
子
爵
（、
山
内
豊
誠
（
子
爵
（、
酒
井
忠
彰
（
子
爵
（、
松
平
康
民

（
子
爵
（、
鍋
島
直
虎
（
子
爵
（、
千
家
尊
福
（
男
爵
（
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

幹
事
の
人
数
は
三
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
掲
﹁
研
究
会
小
史
﹂
に
は
、
こ
の
九
名
を

﹁
研
究
会
設
立
当
時
の
幹
部
は
、
幹
事
と
し
て
左
記
の
諸
君
最
も
鞅
掌
し
た
り
﹂
と

記
し
て
お
り
、
こ
の
九
名
は
設
立
か
ら
初
期
に
か
け
て
の
幹
部
の
内
、
有
力
と
見
な

さ
れ
た
人
物
の
名
称
と
思
わ
れ
る
。
最
初
期
の
幹
事
と
し
て
は
、
前
記
の
他
、
大
河

内
正
質
（
子
爵
（
等
も
い
た
。

こ
の
会
則
は
、
研
究
会
総
会
の
決
議
に
よ
り
何
回
か
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

﹁
山
田
家
文
書
﹂
か
ら
わ
か
る
。
ま
ず
、
明
治
二
五
年
六
月
の
研
究
会
総
会
で
﹁
一
、

本
会
規
則
増
補
改
正
ノ
草
案
及
ヒ
他
ノ
団
体
ト
交
渉
ス
ル
事
件
ア
ル
ト
キ
ハ
幹
事
ニ

委
託
ス
ル
事
（
（1
（

﹂
と
さ
れ
、
会
則
の
改
正
な
ど
は
幹
事
が
草
案
を
作
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
二
五
年
一
一
月
一
八
日
華
族
会
館
に
お
け
る
研
究
会
総
会
で
、﹁
交

渉
特
務
両
委
員
ニ
関
ス
ル
件
、
左
之
通
議
決
ス
。
交
渉
員
并
ニ
特
務
ノ
委
員
五
名
ヲ

置
ク
事
。
但
両
委
員
兼
務
ス
ル
ヲ
妨
ケ
ス
（
（1
（

﹂
と
決
議
さ
れ
た
。
従
来
の
幹
事
の
み
か

ら
幹
部
と
し
て
交
渉
委
員
・
特
務
委
員
を
置
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

規
定
を
受
け
、
改
正
さ
れ
た
規
則
に
基
づ
き
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
（
（1
（

。

研
究
会
委
員
改
選
時
の
投
票
結
果
を
見
る
と
、
交
渉
委
員
投
票
で
は
、
千
家
尊
福

が
三
〇
票
、
岡
部
長
職
が
二
〇
票
、
小
畑
美
稲
一
九
票
、
菊
地
大
麓
一
一
票
、
堀
田

正
養
一
〇
票
で
以
上
五
人
が
選
任
さ
れ
、
特
務
委
員
は
千
家
一
九
票
、
堀
田
一
六
票
、

小
畑
一
六
票
、
岡
部
一
四
票
、
木
下
広
次
一
一
票
で
以
上
五
名
が
選
任
さ
れ
た
（
（1
（

。
こ

の
投
票
結
果
を
見
て
も
千
家
が
研
究
会
に
並
々
な
ら
ぬ
勢
力
を
有
し
て
い
た
事
が
わ

か
る
。
研
究
会
の
創
設
に
伊
藤
博
文
や
伊
東
巳
代
治
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
千
家
と
伊
藤
博
文
と
の
関
係
は
強
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
千

家
が
明
治
二
一
年
六
月
七
日
、
元
老
院
議
官
と
し
て
政
界
入
り
し
た
の
は
伊
藤
の
推

薦
に
よ
る
も
の
だ
と
い
い
（
（1
（

、
明
治
二
五
年
一
二
月
七
日
付
で
千
家
を
文
部
省
普
通
学

務
局
長
に
任
ず
る
よ
う
に
命
じ
た
の
も
伊
藤
で
あ
っ
た
（
（1
（

。

し
か
し
、
改
選
時
に
両
委
員
に
当
選
し
た
岡
部
は
、
幹
事
の
職
務
に
専
念
す
る
た

め
両
委
員
を
辞
任
し
た
。
こ
の
件
を
承
認
す
る
研
究
会
総
会
決
議
に
つ
い
て
、
明
治

二
五
年
一
一
月
二
二
日
付
研
究
会
幹
事
通
知
が
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

一 

、
岡
部
長
職
君
ニ
ハ
前
会
ニ
於
テ
交
渉
、
特
務
両
委
員
ニ
当
選
ノ
処
、
幹

事
事
務
益
繁
多
ニ
赴
ク
ヲ
以
テ
両
委
員
ヲ
辞
任
シ
全
会
一
致
ヲ
以
テ
之
ヲ

認
許
セ
リ
。

　

二 

、
交
渉
、
特
務
両
委
員
補
欠
選
挙
投
票
ヲ
為
シ
当
選
者
左
ノ
通　

　
　

交
渉
委
員
渡
辺
甚
吉
君　

特
務
委
員
京
極
高
典
君

　
（
略
（

　

四 

、
特
務
委
員
ノ
提
出
本
会
申
合
ノ
件
、
全
会
一
致
ヲ
以
テ
左
ノ
通
リ
可
決

セ
リ
。

　
　

 
本
会
会
員
外
ノ
議
員
ヨ
リ
提
出
ス
ル
上
奏
案
又
ハ
法
律
案
法
律
修
正
案
建

議
案
質
問
書
ニ
記
名
賛
成
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
意
思
ヲ
本
会
ニ
陳
述
シ

タ
ル
後
賛
否
ヲ
決
ス
ヘ
シ
。
若
シ
至
急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ア
ル
ト
キ
ハ
特
務
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委
員
ニ
協
議
シ
テ
決
ス
ヘ
シ
（
（1
（

。

こ
の
史
料
で
は
、
岡
部
の
辞
任
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
申
し
合
わ
せ
と
し
て
﹁
本

会
会
員
外
ノ
議
員
ヨ
リ
提
出
ス
ル
上
奏
案
又
ハ
法
律
案
法
律
修
正
案
建
議
案
質
問
書

ニ
記
名
賛
成
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
意
思
ヲ
本
会
ニ
陳
述
シ
タ
ル
後
賛
否
ヲ
決
ス
ヘ

シ
。
若
シ
至
急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ア
ル
ト
キ
ハ
特
務
委
員
ニ
協
議
シ
テ
決
ス
ヘ
シ
﹂
が

決
議
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
申
し
合
わ
せ
の
背
景
に
は
、
第
三
議
会
に
お
け
る
﹁
選
挙
干
渉
ニ
関
ス
ル
建

議
案
﹂
の
攻
防
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
建
議
案
は
、
山
川
浩
（
懇

話
会
（
発
議
、
二
条
基
弘
（
三
曜
会
（
外
八
四
名
の
懇
話
会
・
三
曜
会
議
員
を
中
心

と
す
る
議
員
の
賛
成
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
は
研
究
会
所
属
議
員
の
出
席
が

少
な
い
間
隙
を
突
い
て
、
八
八
対
六
八
票
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
政
府
弾
劾
の
意

味
も
含
む
こ
の
建
議
案
の
可
決
の
衝
撃
に
よ
り
、
研
究
会
は
、
さ
ら
な
る
結
束
が
必

要
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
（1
（

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
、
会
則
の
変
更
や
新
た
な
申
し
合
わ
せ
の
決
議

を
う
け
て
、
会
則
の
改
正
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
明

治
二
五
年
一
一
月
二
四
日
付
研
究
会
幹
事
通
知
で
、﹁
西
五
辻
文
仲
君
ノ
発
議
ニ
ヨ

リ
幹
事
ヲ
シ
テ
前
会
議
決
申
合
を
編
入
シ
本
会
規
則
修
正
案
ヲ
提
出
セ
シ
ム
ル
事
ニ

決
セ
リ
（
（2
（

﹂
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
後
、
幹
事
に
よ
る
会
則
の
増
補
修
正
が
行
わ
れ
、﹁
研
究
会
規
則
（
案
（﹂
と

し
て
原
案
が
作
成
さ
れ
た
（
（2
（

。
そ
の
規
則
（
案
（
に
は
、
最
初
に
研
究
会
幹
事
か
ら

　
　

研
究
会
規
則
（
案
（

本
月
廿
四
日
本
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
、
前
任
幹
事
ノ
曾
テ
起
草
セ
ル
所
ノ
本
会
規

則
改
正
案
ニ
基
キ
本
規
則
案
ヲ
調
製
セ
リ
。
之
ヲ
現
行
規
則
ニ
比
ス
レ
ハ
条
項

大
ニ
増
加
ス
ル
所
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
其
一
二
ヲ
除
ク
ノ
外
皆
本
会
実
際
ニ
慣
行

シ
来
レ
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
、
之
ヲ
条
文
ト
ナ
シ
タ
ル
ト
現
行
規
則
ノ
字
句
ニ
於
テ

多
少
ノ
増
補
修
正
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ト
ニ
過
キ
ス
、
爰
ニ
本
案
ヲ
提
出
シ
全
会
諸
君

ノ
協
議
賛
同
ヲ
乞
フ
。

　

明
治
二
十
五
年
十
一
月　

日　

研
究
会
幹
事

と
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
前
掲
の
﹁
研
究
会
会
則
﹂
と
い
う
﹁
現

行
規
則
﹂
に
そ
れ
ま
で
の
会
員
申
し
合
わ
せ
や
慣
行
を
加
味
し
、
幹
事
が
増
補
修
正

し
て
﹁
規
則
（
案
（﹂
を
作
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
当
初
の
﹁
会
則
﹂
に

比
し
、
よ
り
拘
束
を
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
規
則
（
案
（
と
し
て
研
究
会
総
会
に

か
け
ら
れ
た
も
の
の
全
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

研
究
会
規
則
（
案
（

第
一
条　

本
会
ヲ
研
究
会
ト
称
ス

第
二
条　

本
会
ハ
貴
族
院
議
員
中
有
志
会
同
シ
テ
必
要
之
事
件
ヲ
研
究
ス

第
三
条　

本
会
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　

常
置
委
員　

五
名

　

幹
事　

三
名

第 
四
条　

常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
ハ
投
票
ヲ
以
テ
撰
挙
シ
其
任
期
ハ
満
六
个
月
ト

ス
但
初
期
ハ
満
三
个
月
ヲ
以
テ
半
数
ヲ
改
撰
ス
其
退
任
者
ヲ
定
ム
ル
ハ
抽
籤

法
ヲ
以
テ
ス

　

常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
ハ
重
撰
ヲ
許
サ
ス
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貴
族
院
の
会
派
「
研
究
会
」
の
初
期
「
会
則
」・「
規
則
」
に
つ
い
て

　
 

常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
ニ
当
撰
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
任
ヲ
辞
ス
ル
ヲ
得
ス
但
正
当

ノ
理
由
ヲ
本
会
ニ
陳
述
シ
認
諾
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
此
限
ニ
非
ス

第 
五
条　

常
置
委
員
ハ
本
会
ノ
運
動
上
過
失
ナ
キ
ヲ
謀
リ
適
宜
其
方
法
ヲ
審
議

計
画
ス

　

常
置
委
員
ハ
時
宜
ニ
応
シ
会
員
外
議
員
ト
交
渉
ス
ル
ヲ
得

　

常
置
委
員
ハ
本
会
発
兌
ノ
雑
誌
編
集
事
務
ヲ
管
理
ス

第 

六
条　

幹
事
ハ
毎
年
十
一
月
次
年
度
ノ
本
会
予
算
案
ヲ
製
シ
之
ヲ
会
議
ニ
附

ス

　

幹
事
ハ
便
宜
庶
務
会
計
ヲ
分
担
ス

　

庶
務
幹
事
ハ
本
会
記
録
及
ヒ
通
告
ヲ
担
任
ス

　

会
計
幹
事
ハ
本
会
会
計
ノ
事
務
ヲ
担
任
ス

　

会
計
幹
事
ハ
毎
年
十
二
月
前
年
度
ノ
決
算
報
告
ヲ
為
ス

第 

七
条　

本
会
ノ
意
見
ハ
出
席
員
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル

ト
キ
ハ
会
長
ノ
決
ス
ル
所
ニ
従
フ
但
総
会
員
三
分
ノ
一
以
上
出
席
ス
ル
ニ
ア

ラ
サ
レ
ハ
意
見
ヲ
決
ス
ル
ヲ
得
ス

第 

八
条　

会
長
ハ
毎
会
出
席
員
中
ヨ
リ
投
票
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
但
時
宜
ニ
依
リ

指
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第 

九
条　

本
会
ノ
決
議
ハ
会
員
総
テ
之
ニ
従
フ
モ
ノ
ト
ス
但
万
止
ム
ヲ
得
サ
ル

理
由
ア
リ
テ
其
決
議
ニ
従
フ
能
ハ
サ
ル
者
ハ
予
メ
其
旨
趣
ヲ
本
会
ニ
陳
述
シ

之
カ
認
諾
ヲ
得
ヘ
シ
若
シ
至
急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ア
ル
ト
キ
ハ
常
置
委
員
ニ
協

議
ス
ヘ
シ

第 

十
条　

前
条
ノ
認
諾
ヲ
得
タ
ル
場
合
ニ
ハ
其
問
題
ニ
対
シ
テ
ハ
協
議
ノ
数
ニ

加
ハ
ラ
サ
ル
者
ト
ス

第 

十
一
条　

本
会
会
員
外
ノ
議
員
ヨ
リ
提
出
ス
ル
上
奏
案
又
ハ
法
律
案
法
律
修

正
案
建
議
案
質
問
書
ニ
記
名
賛
成
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
意
思
ヲ
本
会
ニ
陳
述

シ
タ
ル
後
賛
否
ヲ
決
ス
ヘ
シ
若
シ
至
急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ア
ル
ト
キ
ハ
常
置
委

員
ニ
協
議
ス
ヘ
シ

第 

十
二
条　

本
会
ノ
意
見
ヲ
他
ニ
発
表
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
予
メ
本
会
ノ
許
諾
ヲ

受
ク
ヘ
シ

第 

十
三
条　

本
会
ニ
加
入
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
会
員
三
名
以
上
ノ
紹
介
人
ヲ
要
ス

其
諾
否
ハ
惣
会
員
過
半
数
ノ
同
意
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス

第 

十
四
条　

本
会
会
計
年
度
ハ
十
二
月
一
日
ヨ
リ
翌
年
十
一
月
三
十
日
ヲ
以
テ

一
个
年
度
ト
ス

第 

十
五
条　

本
会
会
費
出
金
額
ハ
毎
年
十
一
月
予
算
議
定
ノ
後
会
員
ヨ
リ
分
賦

徴
収
ス

第 

十
六
条　

本
会
会
費
ハ
議
院
開
会
ノ
始
ニ
於
テ
半
額
閉
会
ノ
後
ニ
於
テ
半
額

両
度
ニ
之
ヲ
徴
収
ス

第 

十
七
条　

会
計
年
度
決
算
ニ
残
余
ア
ル
ト
キ
ハ
積
立
金
ト
シ
銀
行
ニ
預
ク
ヘ

シ

　

積
立
金
ハ
本
会
ノ
許
諾
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
バ
使
用
ス
ル
ヲ
得
ス

第 
十
八
条　

本
規
則
ハ
総
会
員
過
半
数
ノ
同
意
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
バ
之
レ
ヲ
改

正
ス
ル
事
ヲ
得
ス

﹁
山
田
家
文
書
﹂
の
史
料
で
は
、
こ
の
﹁
規
則
（
案
（﹂
に
対
し
、
朱
書
で
削
除
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青
　
山
　
史
　
学

訂
正
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。
会
議
で
の
議
論
の
結
果
修
正
さ
れ
た
も
の
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

会
議
で
の
主
要
な
変
更
点
は
、

① 

第
四
条
の
但
書　
﹁
常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
ハ
重
撰
ヲ
許
サ
ス
﹂
を
﹁
常
置
委
員

及
ヒ
幹
事
継
続
重
撰
セ
ラ
ル
ヽ
ト
キ
ハ
之
ヲ
辞
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
﹂
と
修
正
し

た
。
こ
れ
は
幹
部
の
固
定
化
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
第
五
条
の
三
項
で
規
定
さ
れ
た
雑
誌
編
纂
事
務
の
条
文
が
削
除
さ
れ
た
。

③ 

第
六
条
の
冒
頭
の
﹁
幹
事
ハ
毎
年
十
一
月
次
年
度
ノ
本
会
予
算
案
ヲ
製
シ
之
ヲ

会
議
ニ
附
ス
﹂
を
削
除
し
た
。

④ 

第
十
条
の
﹁
前
条
ノ
認
諾
ヲ
得
タ
ル
場
合
ニ
ハ
其
問
題
ニ
対
シ
テ
ハ
協
議
ノ
数

ニ
加
ハ
ラ
サ
ル
者
ト
ス
﹂
と
い
う
研
究
会
決
議
反
対
意
見
保
持
者
に
つ
い
て
の

規
定
を
﹁
前
条
ノ
認
諾
ヲ
得
タ
ル
場
合
ニ
ハ
其
問
題
ヲ
協
議
ス
ル
議
席
ヲ
避
ク

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
﹂
と
よ
り
明
解
に
議
場
で
の
反
対
表
明
が
出
来
な
い
よ
う
に
修

正
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
は
、
研
究
会
設
立
期
の
﹁
会
則
﹂
が
決
議
拘
束
の
例
外

を
研
究
会
と
し
て
認
め
た
場
合
は
、
意
思
表
明
を
必
ず
し
も
妨
げ
る
規
定
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
格
段
に
委
員
へ
の
拘
束
が
強
化
さ
れ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

⑤ 

第
十
五
条
の
﹁
本
会
会
費
出
金
額
ハ
毎
年
十
一
月
予
算
議
定
ノ
後
会
員
ヨ
リ
分

賦
徴
収
ス
﹂
を
﹁
本
会
々
費
ハ
毎
年
議
会
召
集
ノ
際
総
会
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
﹂

と
修
正
し
た
。

⑥ 

第
十
八
条
の
﹁
本
規
則
ハ
総
会
員
過
半
数
ノ
同
意
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
バ
之
レ
ヲ

改
正
ス
ル
事
ヲ
得
ス
﹂
を
﹁
本
規
則
ハ
議
会
開
会
中
ニ
於
テ
総
会
員
三
分
ノ
二

以
上
ノ
同
意
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
改
正
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
﹂
と
修
正
し
、

本
規
則
の
改
正
を
よ
り
難
し
く
し
た
。

こ
う
し
た
点
の
改
正
を
反
映
し
、
会
議
可
決
規
則
と
し
て
改
め
て
会
員
に
送
付
さ

れ
た
も
の
が
、
以
下
の
史
料
で
あ
る
。

　

研
究
会
規
則
（
（2
（

（
明
治
二
十
五
年
十
二
月
五
日
会
議
之
節
出
席
員
ニ
於
テ
可
決
（

第
一
条　

本
会
ヲ
研
究
会
ト
称
ス

第
二
条　

本
会
ハ
貴
族
院
議
員
中
有
志
会
同
シ
テ
必
要
之
【
ノ
】事

件
ヲ
研
究
ス

第
三
条　

本
会
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　

常
置
委
員　

五
名

　

幹
事　

三
名

第 

四
条　

常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
ハ
投
票
ヲ
以
テ
撰
挙
シ
其
任
期
ハ
満
六
个
月
ト

ス
【
但
】
初
期
ハ
満
三
个
月
ヲ
以
テ
半
数
ヲ
改
撰
ス
其
退
任
者
ヲ
定
ム
ル
ハ

抽
籤
法
ヲ
以
テ
ス

　

 

常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
ニ
当
撰
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
任
ヲ
辞
ス
ル
ヲ
得
ス
但
正
当

ノ
理
由
ヲ
本
会
ニ
陳
述
シ
認
諾
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
此
限
ニ
非
ラ
ス

　

常
置
委
員
及
ヒ
幹
事
継
続
重
撰
セ
ラ
ル
ヽ
ト
キ
ハ
之
ヲ
辞
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
条　

常
置
委
員
ハ
本
会
ノ
運
動
上
適
宜
其
方
法
ヲ
審
議
計
画
ス

　

常
置
委
員
ハ
時
宜
ニ
応
シ
会
員
外
議
員
ト
交
渉
ス
ル
ヲ
得

第
六
条　

幹
事
ハ
便
宜
庶
務
会
計
ヲ
分
担
ス

　

庶
務
幹
事
ハ
本
会
記
録
及
ヒ
通
告
ヲ
担
任
ス

　

会
計
幹
事
ハ
本
会
々
計
ノ
事
務
ヲ
担
任
ス



( 43 )

貴
族
院
の
会
派
「
研
究
会
」
の
初
期
「
会
則
」・「
規
則
」
に
つ
い
て

　

会
計
幹
事
ハ
毎
年
十
二
月
前
年
度
ノ
決
算
報
告
ヲ
為
ス

第 
七
条　

本
会
ノ
意
見
ハ
出
席
員
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル

ト
キ
ハ
会
長
ノ
決
ス
ル
所
ニ
従
フ
但
総
会
員
三
分
ノ
一
以
上
出
席
ス
ル
ニ
ア

ラ
サ
レ
ハ
意
見
ヲ
決
ス
ル
ヲ
得
ス

第 

八
条　

会
長
ハ
毎
会
出
席
員
中
ヨ
リ
投
票
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
但
時
宜
ニ
依
リ

指
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第 

九
条　

本
会
ノ
決
議
ハ
会
員
総
テ
之
ニ
従
フ
モ
ノ
ト
ス
但
万
止
ム
ヲ
得
サ
ル

理
由
ア
リ
テ
其
決
議
ニ
従
フ
能
サ
ル
モ
ノ
ハ
予
メ
其
旨
趣
ヲ
本
会
ニ
陳
述
シ

之
カ
認
諾
ヲ
得
ヘ
シ
若
シ
至
急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ア
ル
ト
キ
ハ
常
置
委
員
ニ
協

議
ス
ヘ
シ

第 

十
条　

前
条
ノ
認
諾
ヲ
得
タ
ル
場
合
ニ
ハ
其
問
題
ヲ
協
議
ス
ル
議
席
ヲ
避
ク

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第 

十
一
条　

本
会
々
員
外
ノ
議
員
ヨ
リ
提
出
ス
ル
上
奏
案
又
ハ
法
律
案
。
法
律

修
正
案
。
建
議
案
。
質
問
書
ニ
記
名
賛
成
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
本
会
ニ
協
議
シ

タ
ル
後
賛
否
ヲ
決
ス
ヘ
シ
若
シ
至
急
ヲ
要
ス
ル
場
合
ア
ル
ト
キ
ハ
常
置
委
員

ニ
協
議
ス
ヘ
シ

第 

十
二
条　

本
会
ノ
意
見
ヲ
他
ニ
発
表
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
予
メ
本
会
ノ
許
諾
ヲ

受
ク
ヘ
シ

第 

十
三
条　

本
会
ニ
加
入
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
会
員
三
名
以
上
ノ
紹
介
人
ヲ
要
ス
【
シ
】

其
諾
否
ハ
惣
会
員
過
半
数
ノ
同
意
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス

第 

十
四
条　

本
会
々
計
年
度
ハ
十
二
月
一
日
ヨ
リ
翌
年
十
一
月
三
十
日
ヲ
以
テ

一
个
年
度
ト
ス

第
十
五
条　

本
会
々
費
ハ
毎
年
議
会
召
集
ノ
際
総
会
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス

第
十
六
条　

本
会
々
費
ノ
徴
収
ハ
【
年
】
二
回
以
上
ト
シ
其
時
期
ハ
幹
事
之
ヲ

定
ム

第 

十
七
条　

会
計
年
度
決
算
ニ
残
余
ア
ル
ト
キ
ハ
次
年
度
ノ
会
費
ニ
操
リ
入
ル

ヘ
シ

第 

十
八
条　

本
規
則
ハ
議
会
開
会
中
ニ
於
テ
総
会
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
同
意
ヲ

得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
改
正
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

注
：
規
則
中
の
【　

】
で
記
し
た
文
言
は
、
最
終
的
に
修
正
さ
れ
た
確
定
文
。

こ
の
総
会
で
の
修
正
を
経
た
規
則
案
は
、
欠
席
の
会
員
に
も
配
布
さ
れ
、
賛
否
が

集
計
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
を
記
し
た
研
究
会
幹
事
通
知
（
（2
（

に
よ
る
と
、
会
員
六
七
名
中

四
七
名
が
賛
成
、
反
対
一
名
、
回
答
無
し
は
一
九
名
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
者
は
大

久
保
忠
順
（
子
爵
（
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
一
名
の
反
対
で
あ
っ
た
こ
と
は
会
の
結
束

の
固
さ
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
一
二
月
一
三
日
付
で
規
則
が
決
定
し
、

一
部
文
言
が
修
正
さ
れ
（
（2
（

た
規
則
が
改
め
て
、
明
治
二
五
年
一
二
月
一
八
日
に
配
布
さ

れ
て
い
る
（
（2
（

。

こ
の
規
則
改
正
に
よ
る
幹
部
選
挙
の
結
果
は
、
常
置
委
員
大
原
重
朝
、
鳥
居
忠
文
、

千
家
尊
福
、
小
畑
美
稲
、
幹
事
は
、
万
里
小
路
通
房
、
岡
部
長
職
、
大
河
内
正
質
で

あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
時
の
幹
事
通
知
に
は
、
以
下
の
注
意
が
付
さ
れ
て
い
る
。

今
回
本
会
新
規
則
実
施
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
第
七
条
但
書
ニ
依
リ
総
会
員
三
分
ノ

一
以
上
ノ
出
席
ア
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ハ
何
等
ノ
決
議
モ
難
致
候
間
、
右
特
ニ
御
注
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青
　
山
　
史
　
学

意
ヲ
促
カ
シ
候
。
右
定
足
数
ハ
二
十
三
名
ヲ
要
シ
候
処
、
去
十
四
日
ノ
如
キ
ハ

一
名
ノ
不
足
ニ
ヨ
リ
大
ニ
開
議
ノ
時
刻
ヲ
移
シ
候
次
第
、
是
亦
御
参
考
迄
申
進

候
。

こ
の
よ
う
に
総
会
出
席
者
の
不
足
と
い
う
問
題
は
、
深
刻
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明

治
二
五
年
一
二
月
二
〇
日
研
究
会
幹
事
通
知
（
（2
（

に
よ
る
と
、
堀
田
正
養
が
発
議
し
て

﹁
本
会
規
則
第
七
条
﹂
の
改
正
を
求
め
、
出
席
者
数
の
要
件
を
﹁
総
会
員
三
分
ノ
一

以
上
﹂
か
ら
﹁
四
分
ノ
一
﹂
以
上
に
緩
和
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
し
か
し
、
千
家
尊

福
の
意
見
に
よ
り
、
規
則
改
正
は
止
め
、
堀
田
が
述
べ
る
精
神
を
建
議
と
す
べ
き
と

し
た
。
そ
の
結
果
、
会
員
の
出
席
を
希
望
す
る
と
い
う
建
議
が
議
題
と
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
と
い
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
通
り
、
研
究
会
の
初
期
会
則
・
規
則
に
つ
い
て
紹
介
、
検
討
し
た
。
研
究

会
の
規
則
は
、
当
初
か
ら
決
議
拘
束
の
規
定
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

ま
た
、﹁
研
究
会
会
則
﹂
か
ら
﹁
研
究
会
規
則
﹂
へ
の
改
正
は
、
会
派
の
対
抗
の
中
で
、

次
第
に
会
員
の
拘
束
を
強
め
る
方
向
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初

か
ら
あ
っ
た
第
九
条
の
決
議
拘
束
の
み
な
ら
ず
、
決
議
拘
束
の
例
外
を
認
め
ら
れ
た

場
合
も
議
場
で
の
表
明
は
許
さ
れ
な
い
規
定
（
第
一
〇
条
（、
会
員
外
提
出
の
議
案

へ
の
署
名
制
限
（
第
一
一
条
（、
意
見
表
明
の
場
合
に
お
け
る
会
の
許
諾
（
第
一
二

条
（
と
い
っ
た
諸
種
の
拘
束
規
定
が
、
第
四
議
会
前
に
は
確
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

金
子
堅
太
郎
は
、
前
掲
書
翰
の
通
り
、
創
設
当
初
の
研
究
会
に
つ
い
て
﹁
内
実
未

ダ
堅
固
ナ
ラ
ザ
ル
事
実
﹂
を
指
摘
し
た
が
、
よ
り
強
固
な
結
束
を
求
め
規
則
の
改
正

が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
が
故
に
研
究
会
は
、
貴
族
院
の

会
派
の
中
で
も
極
め
て
強
力
な
存
在
に
成
長
し
た
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
規
則
に
見
る
限
り
研
究
会
の
意
思
決
定
は
、
所
属
議
員
全
体
の
多
数
決

に
よ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
幹
部
に
よ
る
独
裁
的
な
も
の
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
一
方
で
、
規
則
改
正
の
過
程
で
主
要
人
事
の
重
任
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
は
幹
部
の
固
定
化
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
総
会
な
ど
の
意
思
決

定
の
場
に
お
け
る
会
員
の
出
席
率
の
低
さ
は
、
有
力
議
員
の
会
主
導
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
研
究
会
は
、
尚
友
会
と
い
う
子
爵
選
挙
で

の
選
挙
母
体
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
幹
部
に
よ
る
会
員
へ
の
統
制
は
、
選
挙
候
補

の
選
定
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
運
営
の
な
か
で
確
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
（2
（

。

な
お
、
今
回
は
一
部
の
利
用
に
止
め
た
が
、
今
後
、﹁
山
田
家
文
書
﹂
に
よ
り
初

期
貴
族
院
の
政
治
会
派
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

注（
1
（ 

水
野
勝
邦
﹃
貴
族
院
の
会
派
研
究
会
史
﹄
明
治
大
正
篇
（
社
団
法
人
尚
友
倶
楽
部
、
一

九
八
〇
年
（。
こ
の
他
水
野
氏
は
、
尚
友
倶
楽
部
か
ら
出
版
さ
れ
た
貴
族
院
関
係
書
籍

を
多
く
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

 

な
お
、
本
稿
の
史
料
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
等
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
2
（
水
野
前
掲
書
、
一
五
七
頁
以
下
。

（
3
（ 
尚
友
倶
楽
部
史
料
調
査
室
・
小
林
和
幸
編
﹃
幸
倶
楽
部
沿
革
日
誌
﹄
所
収 （ 

芙
蓉
書
房

出
版
、
二
〇
一
三
年
（。

（
4
（ 

水
野
前
掲
書
、
一
六
一
頁
以
下
。
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貴
族
院
の
会
派
「
研
究
会
」
の
初
期
「
会
則
」・「
規
則
」
に
つ
い
て

（
5
（ 

こ
の
第
一
議
会
で
の
予
算
案
を
巡
る
貴
族
院
の
攻
防
に
つ
い
て
は
、
拙
著
﹃
明
治
立
憲

政
治
と
貴
族
院
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
（
第
二
部
第
一
章
参
照
。

（
6
（ 
明
治
二
四
年
一
二
月
二
〇
日
付
伊
藤
博
文
宛
金
子
堅
太
郎
書
翰
（﹃
秘
書
類
纂　

帝
国

議
会
資
料
﹄（。

（
7
（ 

前
掲
拙
著
、
第
二
部
第
一
章
参
照
。

（
8
（ ﹁
公
文
雑
纂
・
明
治
二
十
四
年
・
第
三
十
七
巻
・
未
決
議
案
・
第
二
回
帝
国
議
会
三
﹂

所
収
（
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（。
こ
の
建
議
案
へ
の
賛
成
署
名
者
は
、

拙
稿
﹁
初
期
貴
族
院
に
お
け
る
﹁
対
外
硬
派
﹂
に
つ
い
て
﹂（﹃
駒
澤
大
学　

文
学
部
紀

要
﹄
六
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
（
で
も
紹
介
し
た
。
な
お
、
貴
族
院
議
員
の
所
属
会

派
は
、
酒
田
正
敏
編
﹃
貴
族
院
会
派
一
覧
﹄（
日
本
近
代
史
料
研
究
会
、
一
九
七
四
年
（

に
よ
る
。
但
し
同
書
で
は
、
第
一
議
会
か
ら
第
三
議
会
に
お
け
る
会
派
所
属
は
掲
載
し

て
い
な
い
。

（
9
（ 

明
治
二
四
年
一
二
月
二
八
日
付
松
方
正
義
宛
千
家
尊
福
書
翰
（﹁
松
方
正
義
関
係
文
書
﹂

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
（。

（
10
（ 

な
お
、
筆
者
は
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
、
そ
の
概
要
を
、
中
野
市
教
育
委
員
会

主
催
の
講
演
会
に
お
い
て
﹁
帝
国
議
会
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
山
田
荘
左
衛
門
︱
山
田

家
文
書
か
ら
分
か
る
こ
と
︱
﹂
と
し
て
報
告
し
た
。

（
11
（ 

水
野
前
掲
書
、
一
六
八
頁
。

（
12
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
五
一
六
、
明
治
二
五
年
六
月
一
九
日
研
究
会
幹
事
通
知
。

（
13
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
四
〇
八
︱
五
。

（
14
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
六
一
三
︱
六
三
。

（
15
（ 

明
治
二
五
年
一
一
月
一
八
日
付
伊
東
巳
代
治
宛
千
家
尊
福
書
翰
（﹁
伊
東
巳
代
治
関
係

文
書
﹂、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
（。
清
浦
奎
吾
も
こ
の
時
交
渉
委
員
に
当
選

し
た
が
辞
退
し
て
い
る
。

（
16
（ 

鈴
木
西
湖
﹁
男
爵
千
家
尊
福
君
﹂（﹃
太
陽
﹄
一
五
︱
九
﹁
新
進
二
十
五
名
家
﹂
一
九
〇

五
年
（。

（
17
（ 

明
治
二
五
年
一
一
月
二
六
日
付
伊
東
巳
代
治
宛
伊
藤
博
文
書
翰
（
前
掲
﹁
伊
東
巳
代
治

関
係
文
書
﹂（。

（
18
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
四
〇
八
︱
一
三
。

（
19
（ 

な
お
、
明
治
二
五
年
一
二
月
二
〇
日
、
第
四
議
会
の
貴
族
院
に
鍋
島
直
彬
、
唐
橋
在
正
、

板
倉
勝
達
提
出
、
二
条
基
弘
外
三
九
名
賛
成
に
よ
る
政
府
へ
の
質
問
﹁
選
挙
干
渉
ニ
関

ス
ル
質
問
﹂
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
三
曜
会
・
懇
話
会
議
員
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

高
知
県
選
出
の
多
額
納
税
者
議
員
島
内
武
重
は
研
究
会
所
属
（
第
四
議
会
中
に
死
去
（

な
が
ら
賛
成
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
（﹁
貴
族
院
議
員
子
爵
板
倉
勝
達
外
二
名
ヨ
リ
選

挙
干
渉
ニ
関
ス
ル
質
問
ニ
対
シ
答
弁
ノ
件
﹂、﹁
公
文
雑
纂
・
明
治
二
十
六
年
・
第
二
十

九
巻
・
第
四
回
議
会
二
﹂
所
収
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
（。
こ
う
し
た
問

題
で
の
多
額
納
税
者
議
員
の
拘
束
の
難
し
さ
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る
。

（
20
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
四
〇
八
︱
一
四
。
こ
の
時
の
通
知
で
は
、﹁
京
極
高
典
君
近
来

病
気
ニ
付
特
務
委
員
ノ
辞
任
﹂
と
そ
の
補
欠
選
挙
投
票
の
結
果
﹁
大
原
重
朝
君
当
選
﹂

な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

（
21
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
四
〇
八
︱
二
六
（
活
版
（。

（
22
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
四
〇
八
︱
二
〇
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
版
（。

（
23
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
明
治
二
五
年
一
二
月
一
三
日
付
（
九
〇
︱
六
一
三
︱
六
三
（。

（
24
（ 

史
料
中
に
示
し
た
通
り
、
修
正
さ
れ
た
文
言
は
、
第
二
条
の
﹁
必
要
之
事
件
﹂
の
﹁
之
﹂

を
﹁
ノ
﹂
に
し
た
こ
と
、
第
四
条
の
﹁
初
期
ハ
﹂
の
前
に
﹁
但
﹂
を
い
れ
﹁
但
初
期
ハ
﹂

と
し
た
こ
と
、
第
一
三
条
の
﹁
要
ス
﹂
を
﹁
要
シ
﹂
と
し
た
こ
と
、
第
一
六
条
の
﹁
二

回
以
上
﹂
の
前
に
﹁
年
﹂
を
加
え
﹁
年
二
回
以
上
﹂
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

（
25
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
六
一
三
︱
六
〇
︱
一
・
同
九
〇
︱
六
一
三
︱
六
〇
︱
二
（
謄

写
版
（。

（
26
（ ﹁
山
田
家
文
書
﹂
九
〇
︱
五
七
一
︱
二
五
。
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青
　
山
　
史
　
学

（
27
（ 

前
掲
拙
著
の
ほ
か
、
西
尾
林
太
郎
﹃
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
貴
族
院
改
革
﹄（
誠
文
堂
、

二
〇
一
六
年
（
参
照
。

附
記　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
（
二
四
五
二
〇
七
六
九
（
研
究
代
表
（、

基
盤
研
究
（
Ｂ
（
一
五
Ｈ
〇
三
二
三
八
（
分
担
研
究
（
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

 

ま
た
、
本
研
究
の
た
め
の
資
料
調
査
に
際
し
て
は
、
長
野
県
中
野
市
立
﹁（
仮
称
（
山

田
家
資
料
館
﹂
の
寺
島
正
友
、
山
田
正
子
両
氏
な
ら
び
に
中
野
市
立
博
物
館
の
大
滝
敦

士
氏
に
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。


